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平成23年
９月20日

第７期事業年度
連結会計期間に
係る有価証券報
告書の訂正報告
書（平成23年３
月期有価証券報
告書の訂正報告
書）

平成22年４月
１日～平成23
年３月31日の
連結会計期間

連結貸借対照表

連結純資産額が
▲ 1¶167百万円
であるところを
363百万円と記
載

土地の過大計上

~ 金額は百万円未満切捨てである。また、▲は損益計算書では損失であることを、貸借対照表で
は債務超過であることを示す。

番
号

開示書類 虚偽記載

提出日 書類 会計期間 財務計算に
関する書類 内容~ 事由

１ 平成19年
１月31日

第14期事業年度
連結会計期間に
係る有価証券報
告書（平成18年
10月期有価証券
報告書）

平成17年11月
１日～平成18
年10月31日の
連結会計期間

連結損益計算書

連結当期純損益
が▲ 2¶386百万
円であるところ
を▲ 2¶288百万
円と記載

貸倒引当金繰入
額の不計上等

５ 平成21年
６月12日

第17期事業年度
第２四半期連結
会計期間に係る
四半期報告書
（平成21年４月
第２四半期四半
期報告書）

平成20年11月
１日～平成21
年４月30日の
第２四半期連
結累計期間

四半期連結損益
計算書

連結四半期純損
益が107百万円
であるところを
145百万円と記
載

貸倒引当金の過
少計上等

平成21年２月
１日～平成21
年４月30日の
第２四半期連
結会計期間

四半期連結貸借
対照表

連結純資産額
が961百万円で
あるところを
1¶379百万円と
記載

６ 平成21年
９月14日

第17期事業年度
第３四半期連結
会計期間に係る
四半期報告書
（平成21年７月
第３四半期四半
期報告書）

平成21年５月
１日～平成21
年７月31日の
第３四半期連
結会計期間

四半期連結貸借
対照表

連結純資産額が
1¶204百万円で
あるところを
1¶551百万円と
記載

貸倒引当金の過
少計上等

２ 平成20年
１月30日

第15期事業年度
連結会計期間に
係る有価証券報
告書（平成19年
10月期有価証券
報告書）

平成18年11月
１日～平成19
年10月31日の
連結会計期間

連結損益計算書

連結経常損益が
▲191百万円で
あるところを89
百万円と記載

連結当期純損益
が▲ 1¶097百万
円であるところ
を▲874百万円
と記載

売上の過大計上
等

連結貸借対照表
連結純資産額が
468百万円であ
るところを760
百万円と記載

３ 平成21年
１月27日

第16期事業年度
連結会計期間に
係る有価証券報
告書（平成20年
10月期有価証券
報告書）

平成19年11月
１日～平成20
年10月31日の
連結会計期間

連結損益計算書

連結経常損益が
▲20百万円であ
るところを102
百万円と記載

連結当期純損益
が11百万円であ
るところを80百
万円と記載

貸倒引当金の過
少計上等

連結貸借対照表

連結純資産額
が824百万円で
あるところを
1¶207百万円と
記載

４ 平成21年
３月13日

第17期事業年度
第１四半期連結
会計期間に係る
四半期報告書
（平成21年１月
第１四半期四半
期報告書）

平成20年11月
１日～平成21
年１月31日の
第１四半期連
結会計期間

四半期連結貸借
対照表

連結純資産額
が869百万円で
あるところを
1¶263百万円と
記載

貸倒引当金の過
少計上等
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官
報

２．株式会社塩見ホールディングスは、関東財務局長に対し、
\ 平成22年10月27日、重要な事項につき虚偽の記載がある平成22年３月期有価証券報告
書（上表番号欄１参照）及び平成22年６月第１四半期四半期報告書（上表番号欄２参照）
を組込情報とする有価証券届出書を提出し、同有価証券届出書に基づく募集により、同
年11月19日、27¶777¶700株の株式を149¶999¶580円で取得させ、

] 平成22年10月27日、重要な事項につき虚偽の記載がある平成22年３月期有価証券報告
書（上表番号欄１参照）及び平成22年６月第１四半期四半期報告書（上表番号欄２参照）
を組込情報とする有価証券届出書を提出し、同有価証券届出書に基づく募集により、同
年11月19日、450個の新株予約権を245¶250¶000円（新株予約権の行使に際して払い込む
べき金額を含む。）で取得させた。
同社が行った上記の行為は、金商法第172条の２第１項第１号に規定する「重要な事項

につき虚偽の記載がある」発行開示書類に基づく募集により有価証券を取得させた行為に
該当する。

【課徴金額】 4¶477万円
【勧告後の経緯】
審判手続開始決定日 平成24年１月20日
審判手続中（平成24年５月31日現在）

„ 株式会社京王ズホールディングスに係る有価証券報告書等の虚偽記載に係る課徴金納付命令
勧告について
【勧告年月日】 平成24年１月24日
【勧告の対象となった違反事実】
１．株式会社京王ズホールディングスは、東北財務局長に対し、貸倒引当金繰入額の不計上
等により、下表のとおり、旧金商法第172条の２第１項及び第２項並びに金商法第172条の
４第１項及び第２項に規定する「重要な事項につき虚偽の記載がある」有価証券報告書等
を提出した。
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